◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　－　広島県立生涯学習センター　メールマガジン　－　　　　◇
◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　ぱれっと通信　Ｎｏ．６７　　　　　　　　　　◇
◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年　２月　１日　◇
◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
　　　　　○-------------------   目　次   ------------------------○

巻頭言

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（１/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
■巻頭言■

手塚治虫が想像できなかった未来

　手塚治虫さんが雑誌「少年」で「鉄腕アトム」の連載を開始したのは昭和27年（1952年）４月。原作の設定では，「2003年４月７日」がアトムの誕生日とされていました。ですから，鉄腕アトムは今年４月７日で７歳になる計算です。

　ちなみに，平成15（2003年）年４月７日，手塚プロの所在地である埼玉県新座市では，アトムの育ての親であるお茶の水博士を世帯主として，アトムの住民登録がなされています。

　手塚治虫さんが連載開始当時に想像した半世紀後の世界に今，私たちは生きています。手塚治虫さんが描いた21世紀初頭の世界で，実現していないのは，車が浮き上がって移動することと，人の心を持つロボットくらいだろうと思います。自動的に新聞が配達される→（ファクシミリやインターネット），簡単に料理が出てくる→（冷凍食品と電子レンジ）等など。科学の進歩は，子どものころの未来への憧れを現実のものとしています。

　しかし，手塚治虫さんが想像し得なかった未来が私たちの生活の中にあります。それは，情報通信機器の目覚ましい進歩です。

　アトムの漫画の中に出てくる電話は，ダイヤル式の黒電話です。手塚治虫さんは，想像できなかったでしょう。手のひらに収まる小さな機械が，電話にもなり，テレビにもなり，写真も撮れ，買物もでき，手紙(メール)も書け，インターネットで世界の情報に接続できるようになることを。実際この10年で，携帯電話は『携帯情報端末』としての機能を充実させてきました。

　しかし，科学の進歩には明るい光とともに，暗い陰が存在します。内閣府調査「第５回情報化社会と青少年に関する意識調査について」（平成19年7月）では，「出会い系サイトに関連して検挙された事件のうち，携帯電話等を使用して知り合ったものが９割以上ある」事実を認識している父親は39.5％，母親は42.0％でした。携帯電話の登場により，子どもたちは，ひと昔前では知り得なかったことを知り，出会うはずもなかった人と出会う時代になっているのです。

　子どもも含めて私たちが，この便利な機械を手放すことは難しいでしょう。ですから，この機械を使いこなすリテラシーを身に付けることが大切です。それは，メールを早く打つ技術ではありません。情報が無数にあふれる情報化社会の中で，自分自身を見つめる力です。

　そのために学校教育のみならず社会教育の場において，その学習の機会を創り出すことは重要なことだと考えます。

　手塚治虫さんが想像し得なかった人間に我々がならないように…。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　新田憲章　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（１/１）以降のＨＰ新着情報

★青年の地域貢献活動支援事業「チャレンジファンド」活動報告

　青年の地域貢献活動を応援する事業「チャレンジファンド」で支援しているグループから，「東広島市ゆーすふる・チャレンジャー会議」と「琉球國　結　ゆいまーる」の活動を紹介します。

　●東広島市ゆーすふる・チャレンジャー会議「わくわくドキドキキャンプ」

　　「協働・友情・感謝」をキャッチフレーズとして，カレー作りやキャンプ

　ファイヤーなどを協力して行い，友情を深めました。

　　小刀を使って箸を作り，その箸で御飯を食べる活動も行うなど，豊かな自

　然の中で様々な体験ができました。

　●琉球國　結　ゆいまーる「ヤットーエイサーお披露目」

　　福山の盆踊り唄を基にして「ヤットーエイサー」という曲が創られました。　

　歌と踊りを通して沖縄の文化に触れ，多くの人が楽しめるよう，福山市内を

　中心に，保育園や公民館など，様々な場所で伝え広める活動をしています。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/mode　l/seinen/syuzai/syuzai%20h20/syuzai20.htm
★「やる気じゃネット！青春じゃけん」実践交流会を実施しました！

　青年の地域貢献活動支援事業「やる気じゃネット！青春じゃけん」実践交流

会を昨年12月12日（土）に広島国際大学国際教育センターで行いました。

　地域貢献活動に取り組んでいる青年主体のサークルやグループなど13の団体の参加があり，企画から運営までを行う４名の青年の企画ボランティアの進行で，活動報告やワークショップを通して意見交換をしました。自分たちの活動を振り返り，他の団体との交流も深まりました。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/seinen/yaruki/h21yaruki/yaruki21.htm
【情報提供】

★事例・学習プログラムの紹介

　「広島県立図書館　中・高校生等ボランティア来（ら）いぶらり・フレンズ養成講座」（広島県立図書館）

　この講座は，図書館でのボランティア活動を行う青少年を育成する講座です。本の選び方や読み方などの基本を学び，講座修了後は，来（ら）いぶらり・フレンズとして，おはなし会での読み聞かせや同世代へのおすすめの本の紹介などのボランティア活動を行っています。

　中・高校生を中心とした青少年の読書への関心と理解を高めていくことにもつながっています。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/seisyounen/jirei%20kentosyokan-seisyounen.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　

　「おはなし会」

　　　＜２月13日（土）・２月27日（土）11:00～11:40＞
　　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資

　　　料の読み聞かせ・紹介などを行います。

　　　　　　※申込み不要・無料

　

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
　　

　平成21年度主催事業の実施について
　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動を，NPO法人自然体験活動推進協議会の企画運営により，年間８事業実施します。
　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布していますが，詳細は，ホームページにも掲載しています。
　是非，御参加ください。
　意欲を育む自然体験推進フォーラムの開催について

　　＜２月17日（水）13:30～17:00＞
　平成20年度の広島県内の不登校児童生徒は，小学生612人（0.37％），中学

生2,502人（3.03％）となっており，依然として深刻な状況にあります。

　こうした背景から，広島県教育委員会は，不登校対策の一環として，広島県立福山少年自然の家及び安芸高田少年自然の家において，宿泊を伴う体験活動を通して主体性や社会性を育み，再登校のきっかけづくりとするために，文部科学省委託事業を活用して「意欲を育む自然体験推進事業（里山夢体験）」を実施してきました。

　事業の推進に当たっては，調査研究プロジェクト委員会を設置し，大学，NPO法人，市町適応指導教室など，教育関係機関と連携し，児童生徒の変容等の調査研究を始め，ユースサポーター（支援者）の養成に努めてきました。

　このフォーラムは，実践発表や調査研究報告，シンポジウムを通して，不登校児童生徒の自立への意欲を育む体験活動や支援の在り方について理解を深めるとともに，県内の各市町及び青少年教育施設における取組の充実を図るために実施します。是非，御参加ください。
　　　主催：広島県教育委員会

　　　主管：広島県立福山少年自然の家

　　　参加対象者：保護者，教職員，スクールカウンセラー，適応指導教室関

　　　　　　　　　係者，市町青少年教育担当者，青少年教育施設職員，民間

　　　　　　　　　フリースクール等関係者
　　　場所：広島県立福山少年自然の家

　　　内容（予定）
　　【実践発表】
　　　　　テーマ「意欲を育む自然体験推進事業（里山夢体験）の取組を通し

　　　　　　　　　て」
　　　　　発表１　～里山夢体験の概要及び調査研究の報告～
　　　　　　　　　発表者　広島県立福山少年自然の家専門員　　吉岡 康行
　　　　　発表２　～安芸高田市における事業の推進について～
　　　　　　　　　発表者　　安芸高田少年自然の家主任主事　　積山 洋樹
　　　　【調査研究報告】　
　　　　　　　　「自然体験活動に参加した不登校児童生徒の内的体験過程」
　　　　　　　　　報告者　　広島大学大学院教育学研究科教授　岡本 祐子
　　【シンポジウム】
　　　　　テーマ「不登校児童生徒の自立への意欲を育む支援の在り方」
　　　申込先：〒720-0542

　　　　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　　　　広島県立福山少年自然の家

　　　　　　　　電話（084）935－7166　ファクシミリ（084）935－7179

※詳細は，当所のホームページを御覧になるか，電話でお問合せください。

　　　http://www.manabi.pref.hiroshima.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
★縮景園（℡：082-221-3620）http://shukkeien.jp/
　梅見茶会

　　　＜２月14日（日）10:00～15:00（受付終了）＞

　春を告げる梅の開花に合わせ，本席清風館と芳香漂う梅林に甘酒席を設けて開催する早春恒例のお茶会です。園内には紅梅・白梅合わせて約110本の梅が植えられています。

　ほんのりとした春の訪れを感じてみてはいかがですか。

　　　場所：本　席　清風館　

　　　　　　甘酒席　梅林

　　　茶券：本　席　800円

　　　　　　甘酒席　600円

　　　　　　　（入園料別）

　　　担当：上田宗箇流和風会

　
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　特別展１

　「第56回日本伝統工芸展」

　　　＜１月20日（水）～２月７日（日）＞

　　　　日本の工芸技術は，特有の気候風土の中から生まれ，長い年月をかけ

　　　て育まれ磨かれてきました。本展では，優れた伝統を受け継ぐ陶芸・染

　　　織・漆芸・金工・木竹工・人形・諸工芸を，人間国宝から新進気鋭の若

　　　手まで日本を代表する作家の作品326点で紹介します。

　　　　なお，広島県内からは，８名の作家の作品が入選しています。

　「第56回日本伝統工芸展関連行事」
　　特別展示室

　　ギャラリートーク　

　　　＜２月５日（金）・６日（土）11：00～＞

　　　　展示室内で工芸会正会員，担当学芸員が作品を解説します。

　　　　　　　　※特別展入館券が必要です。

　特別展２

　「タンペレ市立美術館・ムーミン谷博物館所蔵ムーミン展」

　　　＜２月16日（火）～３月28日（日）＞

　　　　森と湖の国・フィンランドで最も著名なアーティスト，トーベ・ヤン

　　　ソンが生み出したムーミンの物語とそのキャラクターは，文化や言葉の

　　　違いを越えて世界中で愛されています。本展では，ムーミン全９話の中

　　　から，トーベ・ヤンソンのオリジナル原画，習作，スケッチなど約180

　　　点と，門外不出と言われた立体模型（日本初公開）を展示し，ムーミン

　　　の魅力と全貌を御紹介します。関連行事も盛りだくさん！

　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　

　　「立体作品限定！いろんなカタチ，色んな素材」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　ジャン（ハンス）・アルプ，バーバラ・ヘップワース，荒木高子など，

　　　ブロンズ，石，土，木など様々な素材で制作された個性あふれる作品を

　　　御紹介します。

　　第１室　

　　「グロッス『群盗』」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　グロッスは，ドイツの文豪シラーの戯曲「群盗」を基に， 20世紀初

　　　めのドイツに対して，厳しい批判を寄せました。版画作品からは，支配

　　　者階級の無慈悲さや権力への執着に対する辛らつな視線が見て取れます。

　　第２室　

　　「こんなこともしています，美術館２－油彩画の保存と修復」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　御好評だった前回に続いて，一般のお客様からは見えにくい美術館の

　　　裏方の仕事の一端を，美術作品の修復や保存を中心に御紹介します。

　　第３室　

　　「祈る」
　　　＜１月２日（土）～２月21日（日）＞

　　　　神仏の姿・形を直接モチーフとするものだけではなく，作者の「祈る」

　　　姿勢を強く印象付ける表現を持つ数々の作品を御紹介します。

　　「追悼展示：平山郁夫」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　昨年12月２日（水）に亡くなられた本県名誉県民で文化勲章受章者の

　　　日本画家・平山郁夫氏の御冥福をお祈りいたしますとともに，当館の所

　　　蔵する平山郁夫氏の代表作を御紹介します。

　　「水を描く」

　　　＜２月23日（火）～４月11日（日）＞

　　　　たった線１本から，油絵のような重量感あるタッチまで，極めて多彩

　　　な日本画の「水」のバリエーションをお楽しみください。

　　第４室　　

　　「民芸とは」
　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　民芸とは民衆的工芸の略で，「用の美」が見いだされる手作りの日用

　　　品を指す用語です。民芸活動に参加した河井寛次郎や濱田庄司，黒田辰

　　　秋，芹沢銈介などの作品を御紹介します。

　　　
· （財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
　

　備北地域埋蔵文化財発掘調査報告会

　　　＜２月27日（土）13：00～16：30＞

　　　　財団法人広島県教育事業団では，平成17年度から備北地域において，　

　　　中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査を行っ

　　　ています。

　　　　本年度調査を行った11箇所の遺跡について，その調査成果の一部を

　　　調査担当者がスライドを使って報告するとともに，パネルや遺物の展示

　　　を行います。

　　　　また，平成19年度に調査した庄原市口和町の曲第２号古墳から出土

　　　した短甲（古墳時代のよろい）の修理が終わったので，併せて展示しま

　　　す。

　　　　会場：広島県立歴史民俗資料館（三次市小田幸町122）

　　　　　　　※申込み不要・無料

　　　　　　　

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　　　　　　　　　　　

　歴史民俗展示「ちょっと昔の道具展－はかる－」
　　　＜10月16日（金）～２月７日（日）＞

　　　　ハカリやマスなどちょっと昔まで使われていた様々な「はかる道具」　

　　　を御紹介します。

　冬の展示会「江の川　瀬・渕の民俗－川と生きる－」

　　　　　＜１月29日（金）～３月22日（月）＞

　　　　漁撈用具や瀬・渕の写真等を展示して，江の川流域の瀬や渕を舞台と

　　　して生み出された漁撈文化や舟運など，江の川と共に生きてきた人々が

　　　培ってきた県北の河川文化を御紹介します。

　第３回歴風トーク「浴恩園の風景－大名庭園を擬似体験する－」

　　　＜２月７日（日）14:00～16:00＞

　　　　文化12（1815）年2月5日，江戸築地にあった松平定信の大名庭園・

　　　浴恩園に神辺の儒学者菅茶山が招待されました。この日の茶山の動きを

　　　紐解きながら，両者の関係や大名庭園の意味を考えながら大名庭園を擬

　　　似体験します。

　　　　講師：岡野将士（広島県立歴史博物館主任学芸員）

　　　　　　　※当日受付・参加費無料

　第７回ふどきの丘体験教室こふんの森たんけん②「野鳥かんさつ」

　　　＜２月13日（土）10:00～12:00＞

　　　　日本鳥類保護連盟の先生方に分かりやすく解説していただきながら，

　　　こふんの森にやってきた冬の渡り鳥たちを観察します。

· 当日受付・参加費無料

　歴史民俗展示「古写真で見る県北のくらし」

　　　＜２月19日（金）～５月９日（日）＞

　　　　昭和40年ころまでに撮影された県北の写真や絵葉書を，現在の風景

　　　の写真などと合わせて紹介します。

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　開館20周年記念　春の展示（部門展）

　　「暮らしのぬくもり－寳水堂コレクションの布と道具－」

　　　＜２月26日（金）～４月４日（日）＞　

　　　　日本が高度成長に入る前のちょっと昔の生活文化を，個人コレクショ

　　　ンを通して紹介します。

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　　第172回展示解説会

　　　＜２月28日（日）13：30～14：30＞

　　　　テーマ：部門展「暮らしのぬくもり－寳水堂（ほうすいどう）コレク

　　　　　　　　　　　　ションの布と道具－」から　　　　

　　　　講　師：西村直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　通史展示室

　　平成21年度スポット展示

　　　「草戸千軒の石臼－生活を支えた石の道具たち②」
　　　＜１月29日（金）～３月25日（木）＞

　　　　草戸千軒町遺跡から出土した石臼を紹介し，中世の人々の生活におい

　　　て石臼が果たした役割を考えます。

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　　スポット展示解説会

　　　＜２月７日（日）13:30～14:30＞

　　　　テーマ：スポット展示「草戸千軒の石臼－生活を支えた石の道具たち

　　　　　　　　　　　　　　　②」から

　　　　講　師：鈴木康之（広島県立歴史博物館主任学芸員）

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　研修室

　　こども博物館あそびの教室④

　　　＜２月28日（日）９:00～17:00＞

　　　　テーマ：「ひなまつりを楽しもう」

　　　　　　　　折り紙で，ひな人形を作ります。

　　　　　　※開催時間中は，自由に参加できます。

　　

★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
　　http://www.sports-hiroshima.jp/01_hpsc/2009.shtml#06081
　

★広島県立文書館(℡：082-245-8444)
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　

【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
さんべ秋冬パッケージ

　「さんべミニ冬まつり」

　　＜２月20日（土）～21日（日）＞
　　　歩くスキーに雪遊び…冬の三瓶でおおはしゃぎ！

　　　対象：親子・小グループ

子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　「ダイナミック！雪そり大会ｉｎさんべ」

　　＜２月27日（土）～28日（日）＞

　　　話題のスノーレーサーで競争だ！どこの家族が優勝するかな？

　　　対象：園児，小学生がいる家族

　　　定員：80人

　子どもゆめ基金オープンドリーム事業
　　「中川ひろたか・大友剛　絵本トーク＆ライブ」

　　　＜３月13日（土）～14日（日）＞
　　　　とても楽しい一泊二日になること間違いなし！家族みんなで楽しみま

　　　しょう。

　　　対象：園児，小学生がいる家族

　　　定員：200人

★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
　

　子どもゆめ基金オープンドリーム事業
　「親子でつくって遊ぼう」

　「親子たいそう教室」～ひろみちお兄さんがやってくる！～
　　　＜３月22日（月）13：00～15：30（受付開始12時から）＞

　　　　第１部：親子でつくって遊ぼう「紙飛行機・かざぐるまづくり」

　　　　第２部：親子たいそう教室「ひろみちお兄さんとの親子たいそう」

　　　　対　象：３歳以上の幼児から小学校３年生までを含む150家族

　　　　（約500人）

　　　　　　　　１部・２部の両方に参加できる方

　　　　場　所：呉市体育館　呉市中央四丁目１－１

　　　　申込方法：往復はがき

1 名前（参加する子ども・保護者）

2 子どもの年齢（学年）

3 郵便番号，住所，連絡先（電話番号・ファクシミリ・電子メール）

4 託児（３歳未満）希望の有無

　　※スペースの都合上，定員を30名とします。定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。

5 返信用のあて名を記入

　　　　申込先：〒737－2126

　　　　　　　　江田島市江田島町津久茂一丁目１－１

　　　　　　　　国立江田島青少年交流の家「親子たいそう係」

　　　　締切り：２月５日（金）までに郵送

　　　　　　　　※消印有効

　　　　参加料：一人20円（保険料）

　　　　その他：定員を超えた場合は，抽選します。

　　　　　　　　申込みは，１家族はがき１枚とします。

　「春の絵本の時間～絵本でほっこり！」
　　　＜３月20日（土）・21日（日）＞

　　　　内容：絵本作家等によるおはなし会

　　　　講師：絵本作家　　　木村昭平

　　　　　　　絵本編集者　　土井章史（トムズボックス）

　　　　対象：幼児・児童とその保護者，子どもの読書活動に関心のある人
　　　　場所：３月20日（土）大崎上島文化センター情報プラザ・エル

　　　　　　　　　　　　　　（豊田郡大崎上島町中野2067－5）

　　　　　　　３月21日（日）安芸高田市吉田文化創造センター

　　　　　　　　　　　　　　（安芸高田市吉田町吉田1324－1）

· 詳細については国立江田島青少年交流の家のホームページを御覧ください。

　　http://etajima.niye.go.jp/0812h21kikaku.htm
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
　

　子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　野外教育フェスタ

　　　＜２月27日（土）～28日（日）１泊２日＞　

　　　　　プロジェクトアドベンチャーやプロジェクトラーニングツリーを実

　　　　際に体験し，仲間作りや教育に生かす新たな可能性を一緒に考えてみ

　　　　ませんか。

　　　　対　象：青少年教育施設職員，体験活動指導者，青少年団体関係者，　

　　　　　　　　教員，施設ボランティア，学生など

　　　　参加費：実費（食費など）

★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
　　
　「星を見る会」

　　　＜２月６日（土）・27日（土）18：00～＞　

　　　　　街明かりの少ない立地・自然条件を生かし，御家族やグループの皆

　　　　様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行ってい

　　　　ます。
          この施設が有する山口県内最大の天体望遠鏡（反射式510mm）を活

　　　　用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。
　　　　　　※参加無料　　　

　「森の手作り教室」
　　　＜２月８日（月）・９日（火）10：00～＞　　　
　　 　   飾り炭，焼き板細工

　　　　　　※要申込み・参加費1,000円（食費を含む。）
　「石風呂体験会」
　　　＜２月10日（水）・14日（日）・24日（水）13：00～＞　　　
　　 　   その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。
　　　　その指揮に当たった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，

　　　　材木の切出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝

　　　　えられています。
　　　　　石風呂は現代でいうサウナのようなもので，自然の家ではドーム状

　　　　の石風呂を再現し，多くの利用者に体験していただいています。

　　　　　　※要申込み・参加費100円

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

１月18日（月）から始まった平成21年度社会教育主事講習[Ｂ]も半ばを迎え，まもなく宿泊研修（島根県立青少年の家）に行きます。今年は暖冬の予想でしたが，思わぬ寒波が到来し山陰地方も例年より雪が多く，厳冬の宿泊研修になりそうです。雪に負けないようにスタッドレスタイヤ，チェーン，解氷スプレーを装備して宿泊研修に望みたいと思います。

「がんばれ！受講生」とエールを送りつつ，かじかむ手を温めながら島根県の天気予報や道路情報をチェックしています。この社会教育主事講習〔Ｂ〕は２月24日（水）まで続きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村 克哉
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